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P におけるC の接線の傾きは )2(363 2  ppppm  

0,2p のとき 0m であり、直交する直線は y 軸と平行であるが、そのようなC の接線は存在しない。 

0,2p として、傾きが
ppm 63
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 であるような、C の接線が存在すればよい。 

 

Qの x座標を t とすると、 P におけるC の接線の傾きは、 tt 63 2  であるから 
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であるから、求める範囲は 

 ppp ≦≦
3

103
,02,

3

103 



  ……(答) 


